
確認テスト 
 

           年    組     氏名 

 

 １ 
 車を運転する人は、自転車に注意しているので、急に道路を 

渡っても交通事故にはならない。 

 ２ 
 点字ブロックの上に、自転車を止めてはいけないので、 

すぐ横に止めた。 

 ３ 
 右図のような「普通自転車専用通行帯」がある場合、 

車道右側にある専用通行帯を通ってもよい。 

 ４ 
 右図のような「歩道を通ることができる」標識や標示が 

ある場合は、自転車も歩道を自由に通ることができる。 

 ５ 
 自転車に乗って横断歩道を渡るとき、歩行者がいたので、 

ぶつからないよう注意しながら渡った。 

 ６ 
 右図の標識がある場合は、自動車は一時停止をしなければならないが、 

自転車はすぐに止まれる速度であれば進むことができる。 

 ７ 
 信号のない交差点を右に曲がる場合は、車道の真ん中に寄って、 

曲がらなければならない。 

 ８ 
 前を走る自動車が、左に曲がろうとしていたので、先に 

自動車の左側を通ろうとした。 

 ９ 
 雨が降っていたので、傘をさして自転車を運転した。 

 いつもより注意しながら運転したので問題ない。 

 
10  小学生にぶつかる交通事故を起こしたが、大したことは 

ないと思ったので、ひとこと謝って、家に帰った。  

 

［問］正しいものに○、正しくないものには×を□の中に記入してください。 

   ／１００ 

※本資料は、自転車の安全利用を目的に作成したものです。道路交通法等の法令解釈、違反行為を問うものではありません。 
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